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銃───一千一渺物語（その４）

（渺は10のマイナス11乗。1001字以内。SFホラー風ショートショート。【少年愛の美学】の風味添え）

笛地静恵




　永遠に生きられる強い体を手に入れる。母さんを殺した機械伯爵に、永遠に復讐する。そのために、銀河鉄道に乗っている。案内役の男がいる。

　彼は、北国の黒衣を着ている。金髪碧眼。まつ毛の長い瞳は、白いところがないほどに青い。美青年。しなやかなからだつきをしている。

　何を考えているのか解らない。素性が知れない。名前も本名かどうか。

　自分の過去は、一切語らない。ただ自分を信用してくれという。信用できるわけがない。精巧な機械人間であるかもしれない。

　僕には、勇者の銃がある。必要とあらば、それを使うつもりだ。寝るときでも手元に置いている。油断はしない。

　それでも、銀河鉄道で長い旅をしている。

　昼は、木造の客車の椅子に対面で座っている。夜は個室に二人きりだ。いつのまにか、情がうつる。

　ある夜、母さんの夢を見た。泣いてしまった。夜の床に彼が入ってきた。優しくされた。抱いてしまった。抱かれたのかもしれない。しばらくしていなかった。たまっていたということもある。

　彼は、男の人にそんなことができるのかという方法で、僕を愛してくれた。

　翌朝は、ふたりで何事もなかったように、食堂車にいった。朝の珈琲とトーストがうまかった。腹が空いていた。そのまま、客車にはいかずに、個室に戻った。また二人だけのときをすごした。彼の色白の美しい顏に精を放った。

　浴室で熱い湯を浴びた。一人、一回に五分だけ出る。頭から流した。けれども、僕の残り香は、彼の金髪から消えなかった。

　白鳥座のアルビレオのステーションでは、かなり長い時間、銀河鉄道が停車した。燃料や食料や水を積み込み、メンテナンスもするということだった。

　駅前でショッピングを楽しんだ。白鳥を買って食べた。ケーキのように口の中で甘く溶けた。彼がいてくれることで、何をするのも楽しかった。

　僕は、恋をしてしまったのだ。

　そこからは、銀河が傾斜を強める。銀河鉄道にも加速度がついた。もう後戻りはできない。機械の星までもう少しだ。機械のからだになれば、生身で彼を愛することはできなくなる。

　それでよいのだろうか。僕は、真剣に悩んだ。

　彼の全身は、すみずみまで生身だった。機械の部品はない。自分の手と口で確認した。

　旅の終わりは近い。未練を残したくはない。決着は自分でつける。彼の口に銃身をふくませた。



主人の蝋燭を節約するためにすべてを暗闇の中で行うこと（9）

渡邊利道




　港には雨が降りしきっていた。細かくてやわらかい雨で、どうかすると降っていることを忘れてしまいそうだった。しかし、約束の店に入ってコートを脱ぐと、すっかりびしょ濡れになっているのがわかった。まだ誰も来ていない。




　電話をかけるために耳に当てた受話器から突然声が聞こえた。どうやらベルが鳴る瞬間に受話器を取ってしまったので通話状態になったらしい。「助けて」とだけ言って切れた。驚いてリダイアルすると、この電話番号は使用されていませんと言う。




　庭の端の、曖昧に雑木林に続く植え込みに、赤い仮面が置かれている。手に取って見ると、赤いのは裏地で、表面は幼い頃に死んだ僕の母親の顔にそっくり生き写しだった。この仮面は自分でつけるものなのか、それとも恋人に着けさせるべきものなのだろうか。




　寝台に横たわって、眠れずにしかし目を閉じてじっとしていると、どこからか水の流れる音が聞こえ、それは生温い水で、こんな暑い夜にはむしろ心地よい足湯になりそうだった。起き上がって足を差し入れるのを想像しながら、しかしきっと水は存在せず、ただの幻聴だと思っている。




　街に白い霧が出て、犬さえも通りに姿を見せない夜。一人の男が横切っていくのを僕は夢に見ている。男の顔には色彩がない。手の中にある薔薇が嘘のように鮮やかな黄色に燃えているだけだ。男はその薔薇を一つの扉の前に置く。翌朝、薔薇を胸にさした女性が僕の前を横切っていくのを見た。




　ものすごいスピードで、巨大な矢印が路地の向こうを通り抜けていく。矢印は左向きで、当然のように左に向かって飛んで行った。私はその指示に従うべきなのか迷ったが、もう約束の時間はとうに過ぎており、その矢印を言い訳にする誘惑にかられながらまっすぐ歩く。




　煙草をやめた無聊の慰めに、先生がいわくありげに戸棚の奥に隠し持っていた小石を口に含んでみる。特にこれといって変わった味はせずやや拍子抜けの気分を味わった。もっともこれまで石を舐めたことはなかったので、この味が普通であると判断できるものでもないのだが。




　駅には人がいっぱいいるのに自分が会いたいと思う人は一人もいないのが常々不思議でならない。今日も、喫茶店に一人で座ってそんなことを思いながら雑踏を眺めていると、まったくその通り、おっしゃる通りです、と知らない女性が通りすがりのガラス越しに頷いた。




　アパートの天井にいつのまにかマンホールのような穴が開いていて、青白い一本の腕が降りていた。握手するようにてのひらをひろげているので、人生の半ば過ぎにありがちな出来心でつい握ると、思いもよらぬ力強さで穴の中にひっぱりこまれ、気がつくとそこは象徴の森なのだ。




　目覚めるとそこは泥の川で、蛇のようにのたくって流れる川の中央に仰向けにぐっすり眠ったまま下流まで流れてきてしまっていた。鼻が曲がりそうに臭く、よくこれまで目が覚めなかったものだと自分の鈍さにめまいがするようだった。流れていく星は蒼く、周囲に岸は見えない。




　道道に死体が落ちている。犬の死体、鳥の死体、ヒトの死体。腐っているものもあれば、つい今しがた倒れて生き絶えたばかりという風情のものもある。ハイエナやハゲワシの気配が周囲に満ちているが、私が歩いている間は決して姿を見せはしない。私の名前はご存知ですね？




　一年の暦に九月があることを、私はずいぶん長い間信じきれなかったものだった。それは暗闇から現れた骨ばった拳に六本目の指があるかのように、私を不可解な迷いと動揺に陥れた。けれども毎年九月は訪れ、長い夏を引き延ばし誰も彼もをうんざりさせずには置かないのだ。



リビングデッド・シスター

弾射音
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　土曜日、僕は由希子を自宅まで迎えに行った。由希子は車も免許も持っていないし、たとえ持っていたとしても、紳士なら迎えに行くのが筋というものだろう。

　車の中で、由希子は緊張していた。無理もない。僕の母親に、初めて会うのだから。頭の中で挨拶の言葉を繰り返しリハーサルしているのだろう。父はいなかった。朝早くからゴルフへ出かけていった。このあたりは、由希子の父親と同じだ。

　最初は例によってリビングで母とおしゃべり。意外に話は弾んだ。車の中で緊張していたのが嘘のようだ。二人ともおしゃべりなせいか、それとも母に同じような年頃の娘がいるせいか。いずれにせよ、ここでは僕は完全に聞き役にまわった。

　それから、二階の僕の部屋に行く。冴子はもういないので、悪臭の心配をする必要はない。冴子がさらわれたのをこれ幸いと由希子を家に招待するのにはどうも罪悪感がつきまとうが、今しか機会がないのも事実である。

　ひょっとしたら、父も母も冴子が二度と戻ってこないことを期待しているのではないか。そんなことをふと思った。だが、僕も偉そうなことは言えない。正直なところ、僕もいくばくかの開放感を覚えている。

「転職活動はどうなってるの」

　二人きりになると、由希子は言った。

「いくつか面接に行った」

「それで？」

「全部不採用だった」

　由希子はがっくりとした表情になる。

「しょうがないよ。転勤できないから条件が悪くなっちゃうんだ」

「前途多難ねえ」

　由希子は考え込み、僕に濃厚なキスをせがみもしない。夕食までDVDの映画を観たが、二人とも気もそぞろだったと思う。

　夕食時になっても、父は帰ってこなかった。これも、由希子の父親と同じだ。僕たち三人で夕食を食べ、しばらく休んでから、由希子を自宅まで送っていく。

　これで、今日のところは無事にすんだ。しかし、将来的にはどうなるか。犯人たちは冴子を返すつもりだろうか。もし返した場合、由希子との結婚は、いや、相手が誰であろうと、結婚は難しくなる。もちろん、冴子がいないままでも問題は生じる。病院に入院していることになっているが、どこの病院か、はっきりさせることができないからだ。全く、どうしたらいいのだろう。




　いよいよ、最後の一週間がやってきた。今週いっぱいで、僕は退職する。プー太郎になるのだ。転職先はまだ決まっていない。選り好みをしなければ、職にありつくことができるだろうが、将来を考えれば、できるだけいい条件の会社を選ばなければならない。変な会社に再就職したら、両親も由希子も心配するだろう。特に由希子が心配している。将来の旦那がプー太郎になることなど、受け入れられないのではないか。

　残務整理も引継もほぼ終わった。有給休暇の消化で休んでもよかったのだが、由希子の手前、休むわけにはいかなかった。休んで転職活動をするという手もあったが、そうそう面接先はない。まるでロボットのように、僕は朝出勤して昼に由希子とランチを食べにいって定時になると帰宅する毎日を繰り返した。

　木曜日の昼間に、スマホが着信した。通路に出てディスプレイを見ると、相手は探偵の堀江だった。

「今夜、お会いできますか」

　堀江は言った。

「調査の進展があったのですか」

「はい。いくつか判明したことがあります。事務所にお越しいただけますか」

「わかりました。午後八時でいいですか」

「はい。お待ちしております」

　というわけで、僕は仕事が終わった後、いつもの喫茶店で由希子と早めの夕食をとり、それから一人で堀江の探偵事務所へ向かった。

　堀江は一人だった。今夜はアシスタントがいない。残念だがしょうがない。堀江が出してくれたコーヒーも、なんだかいつもとはあまりおいしくないように感じられる。

「奥田教授はブードゥー教の研究を数人の学者と共同で行っていたようです」

　堀江は言った。

「日本人が一人、あと三人は外国人でした」

　堀江は茶封筒から大判の写真を取り出し、僕の前に並べた。すべて、東洋人だった。

「五人のチームですか」

「そうですね。しかし、居場所がバラバラなので、一カ所で会合を持つということはあまりなかったようです。主に電話とメールで連絡を取っていたようです」

　僕は四枚の写真を順に手に取った。堀江が写真の人物の名前を教えてくれる。最初は日本人だった。ほかの三人が外国人。その名前を聞いて、僕にはピンとくるものがあった。

「どこの国の人たちですか」

　僕は言った。堀江はテイ国の名を出した。。

「まさか……」

　僕は驚きに目をまん丸にした。

「信じられませんか？」

　堀江が言った。僕は首を横に振った。

「いえ、疑うつもりはありません。しかし」

「高梨さんも、何かの陰謀があるのではないかと感じていらっしゃるのでしょう」

　僕は頷いた。

「私もそう感じています。これは私個人としても非常に興味深い事件です。今後も調査を進める予定ですが、調査料金はいただきません」

「いいんですか」

「はい。あくまでも個人的な調査ですので。もちろん、調査結果は逐一高梨さんに報告します。しかし、高梨さんが望む範囲を超えて調査をするかもしれません。それでは、調査料金を請求することができなくなります」

「はあ」

　言葉の返しようがない。僕にとっては願ったり叶ったりだが、この人は本当にそれで大丈夫なのか。お金にならない調査をしても、何にも得にならないじゃないか。

「そのかわり、条件があります」

　堀江が言った。

「何でしょう」

「ご存じの通り、うちの事務所は私とアシスタントの二人だけでやっています。つまり、調査員はたった一人です。この調査は複雑なので、人手が足りなくなるかもしれません。そこで、高梨さんに協力していただきたいのですが」

「僕に探偵をしろというのですか」

「うちに就職をご希望ですか？　だったら考慮しますが」

「いえ、そうじゃありません。しかし、協力しろと言われても、一体何をどうすればいいのか」

「協力していただくときには、逐一指示をさせていただきます。難しいことじゃありません。ところで、再就職先は決まったのですか」

「いや、まだです」

「では、時間を有効に活用するためにも、ご協力願えませんか。臨時アルバイトとして、報酬も渡します」

「調査費用なしで、給料もいただけるなんて、本当にいいんですか」

「高梨さんは妹さんが拉致された真相を是が非でも知りたいのでしょう。一緒に真相を暴きませんか」

「わ、わかりました」

　というわけで、僕と堀江は臨時のパートナーになった。

　それにしても、探偵とは。探偵事務所に再就職するつもりなど、まるでなかった。今でも信じられない。このまま僕は探偵になってしまうのだろうか。だが、いかにも非現実的に思える。

　危険はないだろうか。それが怖い。冴子をさらっていった男たちは、いかにもやくざらしい面構えだった。あんな男たちと渡り合うのか。堀江は命の保証をしてくれるのか。

　だが、乗りかかった船だ。もうあとには引き返せない。

　なんとしても、冴子の居場所を突き止めなければ。
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InkTober 2019をやってみた。
　murbo

　inktoberはインクトーバーと発音し、inkとoctoberを合わせた造語です。inktoberを発案したJake Parkerによります。このinktoberは10月の一ヶ月間に毎日一枚ネットなどで公開する運動です。画力の向上とかモチベーション維持とか言われていますが、人に言われて強制されると意外と続くという仕組みを利用したのですね。僕も利用してみました。画力は、手が慣れてくるから描きやすくはなっても画力は上がらないね。それは期待しないほうがいい。

　ルールは先に書いたように毎日一枚公開すること。毎日描くのではないんですよ。inktoberというくらいですからインクを使って描いたものを公開します。インクの種類は問いません。道具もインクが使えれば何でも良いです。下描きOKです。これは楽だった。後から知ったのは文字でも良かったようだ。絵が苦手な人はお習字でも挑戦できるぞ。

　参加するには描いた絵を人の目につくと予想される場所で公開することだ。ネットじゃなくても家の壁でもいいのだ。まぁ、それよりもネット上のSNSなどのほうが目につくと思う。

　テーマは自由だが公式サイトに31日分のお題が用意されている。描かされることで画力向上に繋げたいならテーマは公式に従ったほうがいいだろう。自分が考えなかったり苦手なモチーフがある場合がある。

　そうそう、インクはデジタルでも可だが、画材全体をソフトウェアに依存することになるので画力向上を期待するなら本物のインクにしたほうがいいだろう。（って具合なので、結構縛りを付けないと所謂画力には繋がらないので、最初から期待しないほうがいいんじゃないかってこと。楽しくやろうぜ。）

　ハッシュタグは#Inktoberだ。SNSならこれを付けないと公開するという意味はほぼなくなってしまう。人どころかソフトウェアはビットマップを検索できない。このようにして一ヶ月続ける。続けたらかなにかあるかと言ってもなにもない。僕はなかった。だからこの条件のある個人メドレーを楽しむことが必要なんだ。

　公式リストは当初日本語訳を見ていた。しかし、２つ目で疑問に思ったので公式の英語で書かれたオリジナルを見るとやはり随分と違っていて、一旦日本語は横に置いて、英語のお題を翻訳しながら描くことにした。やはり言葉が意図しているものが日本語のものと違うと感じるようになった。

　ブログでは紙に描いたまま公開していましたが、実は撮影してドローイングだけ抽出して彩色していました。個々ではオリジナルと色を塗ったものを公開します。コメントは公開した当時のブログをそのままだったり改定したりしています。


01 ring




　inktoberインクトーバーは、10月の一ヶ月間に、なんらかのインクを使って描いた絵か文字を毎日一枚SNSなどにに投稿する企画で、

　2009年にイラストレーターのJake Parkerが発案、開始した。

　ルールはインクを使った道具であれはなんでもよい。たぶんフォークにインクを付けて描いてもOK。指に墨汁でもいいだろうが、墨汁をインクと見做すかは知らない。下書きをしてもよい。

　参加方法はインクを使って描いた絵か文字（デジタルインクでも可となっているが、これを言い出すときりがないので物理的なインクとしたほうがいいと思う。）をSNSへ投稿する。（自宅の冷蔵庫でも良いとなっているが、できるだけ多くの人がカジュアルに見れるのはすでにネット上だ。この辺りに屁理屈を付けるのはそろそろ辞めにしないか。）

　ハッシュタグ#inktober、#inktober2019、#インクトーバーなどをつける。やるならこの３つは必須だと思う。

　で、今回は偶然、今日10月1日にお題を見かけたのでやってみようと思う。




　更に個人的なルールで画材は油性ペンの太いもの。紙はそのへんにある紙。できるだけ下書き無しで、早めに描き終わる。こればっかりじっくり描いていられないし、さっと掻き上げることで迷いをなくす練習。

　今回は１のリング。ドローイングだけで一応完結で、おまけで塗っている。




　背景のタッチも塗りで表現している。やっぱり面倒なので色は塗ったり塗らなかったりになると思う。暇なら塗ってるでしょう。

　InkTober 2019の公式のお題。毎日これに基づいて絵か文を描く。これを無視して自分なりに描いても良い。トレーニングとするなら、他人が提供するテーマやモチーフで描いたほうがいいと思う。


02 MINDLESS




　インクトーバー2019二回目はマインドレス。マインドレスってなんだ。お題の翻訳が中途半端なので困ってしまう。これなら英語のままでじぶんで調べても変わらない。

　maindlessは脳足りんと解釈して、ノータリンな感じな人を描いたが、あんまり格好良くないので脳がない怪物を描いた。脳どころか内臓もないです。謎の液体が入っている。




　この頃は何を描こうか迷っていたのでただ立っている怪人を描いてしまっているので、後に描き直した。先に描いたものを見ながら描けばいいのに色覚えで描き直したのでなんとなしに違うものになっている。



03 BAIT




　inktober 2019の三日目のお題はBAIT。調べると餌です。他にはからかうとかいじめるという動詞でもあります。ということでLEDVIPERが怪人の餌を巨大な釣り針に付けて敵を待ち伏せしているところです。餌を刺した釣り針だけ描いたり、LEDVIPERではない人かなにかを描いても良かったでしょうが、最近怪人を続けて描けているのでついでに描きました。




　怪人を続けて描くのも練習にならないと思って描いたのが、怪人に支配された社会で虐げられている子どもたちの食事。その割には入れ物が大きいな。

　しょんぼりするのばっかりじゃないかと問われても、midlressとかbaitとか楽しいを見出すには相当ひねらないといけないお題ばっかりじゃないかｗ


04 FREEZE




　inktober 2019の四日目。お題はFREEZE。これも名詞ではないので描きづらい。それと楽しい形容詞ではない。過去形にするとか変化させれば楽しい場面に使えなくもないがそれはFREEZEではない。堅いこと言うなと言われるだろうが、これはお題をもらって描く練習であり、遊びだ。そこを外すならやらなくていい。

　ということで、氷の怪人が後ろからやってきてFREEZEしているところだ。これならどうやってもFREEZEだろう。怪人も凍っている。これでか大きな氷が後ろからやって来たら物理的にも精神的にも冷っとするだろう。




　僕は融通がきかなくて頭が硬いので一々屁理屈がないと描けない。氷怪人も全部氷ではなく、一定の場所に氷の状態を維持する機械があり、体の中を神経のようなものが走っていることにした。目は氷ではなく機械の方から出ている。つまり氷は怪人そのものではなく、機械がその形を維持するために存在するのだ。

　紙に油性ペン。


05 BUILD




　inktober 2019の五日目はBUILD。構築するだが、またもめんどくさいので画像を検索したらレンガを積むタイプの絵が並んだので僕もレンガを積むことにしました。まぁ、構築を表すのにわかりやすいですものね。たまたま大きな段ボールがあったので捨てる前に切り出して描きました。これは何かと言うとわかりません。多分物見台でしょう。何かわからないものを作らせられる人たちと、作らせる人です。鳥は景気づけ。

　クレーンとか足場とか描けば解決するものが面倒なので鳥にしました。




　大きさの比較。これまではA4程度でした。ザクは毎回比較にしている食玩Gフレームのシリーズです。1/144より一回り小さいです。


06 HUSKY




　今のところ忘れずに続けているinktober。6日目のお題はHUSKY。一応調べると犬のシベリアンハスキー、声のハスキーボイス、そしてガタイがいいという意味があるようで。最後のは知りませんでした。3つ描くのは面倒なので三要素を合体させてハスキー怪人にしました。面倒なときは怪人です。声は描きようがないものの首元とかきーってなった感じを出すとか気持ちの中ではしています。


07 ENCHANTED




　inktober 2019の7日目はENCHANTED、魅了する。ではあるが調べてみるとディズニーの 魔法にかけられて という映画の原題でもあった。多分だがこちらのタイトルのことを想定しているのではないか。

　ということで、魔法をかけられることはファンタジックすぎるので魔法で夢が叶うとと騙されて謎の機械で自分の夢想を強制的に見せられていることにしました。


08 FRAIL




　8日目のinktober 2019はFRAIL。なんすか、FRAILって。虚弱です。脆いとか儚いとか、そういう感じ。虚弱体質の虚弱で、陶器などの素材が脆いことも意味しているようです。名詞だとい草で出来たかごなどの意味もあるようです。。また形容詞かよとげんなりしていましたら、名詞もありました。しかし、活かしたのは形容詞です。じゃないわ、お腹の破裂している部分は陶器の儚いですよ。

　形容詞や暗い表現の題目が続くことに発案者のセンスにげんなりするなあ。


09 SWING




　inktober 2019の9日目はSWING。旋回するとかブランコで遊んでるとかジャズでいうグルーヴみたいなこと。日本語のお題では スイング と書かれているために意味がわからない。いや、意味が間違っている場合もあるよね。そんなに厳密なものではなくて、連続して描くためのガイドとしてのお題だろうから硬い話をするだけ意味がないとは思う。しかし、僕は他人の仕様で強制的に描くことで練習にしたいのだ。

　ということで、今回も調べたら、先に書いたような意味だったので全部まとめてカエルがブランコに乗ってサックスを演奏していることにしました。カエルなのはサッチモだからですと言おうとしたらルイ・アームストロングはトランペットだね。


10 PATTERN




　10日目のinktober 2019のお題はPATTERN。パターンは連続するもの、模様や形状などであるが、何をしてパターンとするか毎度のように考えまして、同じような人が同じ格好で並んでいることにしました。同じではない人もいますが、同じポーズをであることだけがパターンになっています。年をとっても同じパターンのままであり、繰り返すものは仕草であったということです。言うほど同じ形ではないのは描いたやつの画力の問題です。


11 SNOW




　暗いお題が続くことに辟易しているのに自ら暗い内容にしてしまった。

　雪の結晶に雪だるまが切り裂かれたところです。11日のお題はSNOW。


12 DRAGON




　DRAGONは描きやすい。11日目のinktober 2019のお題はドラゴン。かと言ってドラゴンや龍について詳しくも、特に興味もないのでどうしたものかと思いましたけど、ドラゴンと龍を一緒に描くことにしました。どちらも架空の生き物で、昔からの設定はありますが流動的なので適当に考えて描きました。むしろ設定よりもドラゴンに龍が絡まっているので何を描いているのか描いているときでもわからなくなっていました。おかげで描き損じがいくつもあります。



　毎度赤いペンでアタリをとっています。特に今回のような前後に重なる場合は下書きがないと辛いです。辛くない人もいるようですけど、下書きがあるかないかもその程度も上手い下手に関係ないので、下書きなしにはこだわらなくていいと思います。

　先に別の紙に描いてから描くとか描いたのを見て描くとかそういうのも下書きだからなあ。てなことで、紙はそのへんにあったダンボールです。わざとそのへんにあるダンボールに描いています。ちなみに大変描きづらいので真似しないほうがいいです。



　描き始めました。描くときに必須なのは膝と肘の保護のためのタオルとか枕とかスポンジとかそういったものです。描き終わるのに二時間ほどかかってしまいましたが、連続ではないものの長時間肘と膝をついた同じ姿勢のままでいるのは辛いです。



　この辺りでお互いの位置関係がわからなくなっています。特に接近する部分は謎です。描いているうちにドラゴンの姿勢が見えてきます。思ったのと体の向きが違っていました。形自体も変えています。最初は羽と腕が別でした。一体化したほうが龍と違いがわかりやすいのではないかと思ったので変えました。



　できた。



　今回は大きめのダンボールに描いています。大きいと面倒ですね。


13 ASH




　ashは灰、遺骨とか、トネリコ。髪のカラーリング。どうしようかと、調べつつ、灰といえば灰かぶり。シンデレラとトネリコでなんとか。

　トネリコは野球のバットの素材でもあるので、バットといえば凶器です。主に金属バットが多いですけど木製の場合は先端に釘をたくさん刺すのです。しかし、それでは描きづらいので一旦金属プレートを打ち付けたところにボルトの折れたものを刺しました。あのさ、野球に興味がなくてバットを見かけるところは事件のニュースだけだよ。あんなにバットを凶器にした事件が目につくのにバットは規制されることがないなあ。

　義理の姉たちの策略により、もはや死ぬかゾンビになるかのシンデレラが復讐するべくそのへんに落ちていたバットを武器に深夜、家まで向かう。

　inktober 2019の13日目はASH。


13 ASH 2




　昨日描くつもりだった。もう眠くてね。今日の分を描いてからさっさと描いたよ。捨てるダンボールを捨てづらいようにした。捨てますけどね。

　13日目のお題のASH。灰で灰かぶり（シンデレラ）とトネリコのバット。


14 overgrown




　Inktober 2019の14日目のお題はovergrown。なんだよそれは、茂りすぎたとか大きすなりすぎたとか、またもあんまりいい感じじゃない言葉だ。多分来年やるとしてもお題に沿っては描かないよ。ということで、伸びすぎたひげを描きました。ひげを強調するためにハゲにしました。


15 LEGEND




　LEGENDは伝説、偉大な人という意味も日本で馴染んできましたね。だがしかし、伝説といえば巨神。銀河を切り裂く力のイデオンです。そのままはダメなので巨人と赤と肩が尖っているところを採用しました。岩にめり込んでいるのは太陽の王子 ホルスの大冒険の巨人です。頭は木がいっぱい生えていてアプリみたいになっていればよかったね。というのがinktober 2019の15日目のお題です。


16 WILD




　WILDはinktober 2019の16日目のお題。野生とか荒々しいとか荒れ果てたとか云う意味。思いついたのが西部劇と頭山。適当に足しました。ガンマンが脳内から飛び出たようにも見える。

　ずっとドローイングしか公開していませんけど、全部色は塗っています。そのうちまとめて公開予定。まずはinktoberを完走しないとね。


Halloween 2019




　inktoberのおまけで描いた。捨てるダンボールを捨てづらくする運動。運動なのか？まぁともかく描いた。

　お菓子をくれたら落書きします。


17 ORNAMENT




　17日目のinktoberのお題はORMANENT.。飾りとか装飾とかそういうもの。クリスマスツリーの飾りが思いついたのでクリスマスツリーのオーナメントだけ描きました。

　くしゃくしゃの紙は毎度のわざとです。

　inktober用に描いた絵は色塗ってます。

　どう思われているかは聞いていないので全くわからんが、以前仕事で絵を描いているときにミスコピーの裏などを使って描いていた時期があった。鉛筆で描いているときは内輪にしか見せないし、仕上げるのはスキャンしてパソコンなどのソフトで線だけ抽出して色を塗ったりするので何に描いても勝手なのだが、できれば新品の上質紙（所詮コピー用紙だよ）に描いてほしいと言われたことがあった。無視していましたけど。もったいないし、どうせ何に描いても同じじゃん。裏は見えないんだし。描いてるやつが不満に思っていないんだからなんだっていいじゃん。お前は一生ミスコピーの裏に描けって強要してたらダメだよ。




　ということがあったのを思い出したわけではないが、そのへんにある捨てるはずの紙にわざと描いているinktober用の絵は、全部線画だけにして同じA4サイズにレイアウトして色塗っています。手書きの大きさがまちまちなので同じ寸法に押し込めてしまうと統一感はなくなるが、そもそも統一感がないものなのでこれでいいのだ。

　もしかして、そこそこきちんと描いているのに汚い紙に描いてもったいないねと思っている方がいらっしゃったら、いらぬ心配であり、他人の企画の乗っかりでありつつ、自分でもテーマを決めて描いているのであった。


18 MISFIT




　18日目のinktoberのお題はMISFIT。大文字で書いてあるので意味がわからなかったがミスフィットなので合っていないって意味だろうな。改めて調べると環境に上手く順応出来ない人という意味もあるようだ。狼怪人に改造されたが順応できずに失敗した人が合わない服を着てずっこける瞬間にして描いた。


19 SLING




　た紙がクシャクシャにシワよってますけど、気にしないでください。僕は気にしていないので。

　inktober 2019の19日目はSLINGがお題。スリングです。吊り下げるとか投石機とか吊り包帯とか、吊るす意味が多いです。スリングショット（ゴムカン）とスリングパニア─（銀河漂流バイファムというアニメに登場するラウンドバーニアンを総称とする大型ロボットの補助飛行装置）を思いついたので、そのままスリングパニア─を描くのはよくないのでモヒカンの鷹に吊るされてゴムカン（スリングショット）を撃つところにしました。WILDからの西部劇をイメージしています。

　なんでスリングパニア─だったかと言うならば、かっこいいロボットの支援メカなのにパニア─の語感が間抜けだなと思っていたからです。もともとラウンドバーニアン自体がケレン味を重視したかっこよさより実用性を印象づける方向性のデザインだったのでこれでよかったのでしょう。


20 TREAD




　20日目のinktoberのお題はMILL。大文字で書かれると知ってる言葉も違って感じる。トレッドミルってあったなと思いついたのでトレッドミルを描きました。じゃないなｗ．

　トレッドだった。踏むとか靴やタイヤの地面に接する面とかタイヤの溝とかそういった意味。タイヤの溝を描いてもねぇ、面倒ですし。ということでトレッドミルを調べたらジムにあるあれなので、あれってハムスターが走ってるやつみたいで外野が見るとバカっぽいので嫌だなあと思っていたので地球を回すことにしたのでした。こういうのは資料いらずで想像で描けるから楽です。


21 TREASURE




　TREASUREは日本語で宝物が21日目のinktober 2019のお題。面倒だったので画像検索して最初に出てきた画像を参考に描く予定でした。しかしでてきたのは宝箱が開いていて財宝がこぼれ出ているようなものでした。それがいくつも続きます。最初を描いても最後を描いても多分同じ宝箱から溢れる財宝を描かなければならず、技量の発表会みたいになってしまう。その様は技量はないのでネタで勝負できるように少し考えました。宝といえば大判小判がザックザクです。大判と小判で出来たザクを描くのも手でしたね。権利関係とかそろそろ気にすべきかと思ったので、別のアイデアを考えます。大判小判がザックザクは童謡があったので、花咲かじいさんを思い出し、この様になりました。色がないとわからりづらいね。


22 GHOST




　段ボールに描いているのは捨てる紙を捨てづらくするのが理由だと描いているが、半分しか正解していない。半分はこれでも良いと思っているからだ。この倍はないと太い油性ペンでは描きこむことが難しいね。お題のGHOSTはおなじみの幽霊だ。GHOST IN THE SHELLなどのサイバーパンクでは心や霊と意味でも使われている。僕は心は脳のソフトウェア（というと、OSだよという人が現れて、細部の話をしているわけではないのに脱線した各論に持ち込まれるが、クソ野郎という言葉でお返ししたい）だと思っているが、心はどこ？って言ったら胸を刺すでしょ？ね！ほらね！が始まるので、じゃ、頭かち割っても生きてんだよな！とか、それは血液を運ぶポンプじゃ（他にも機能はあるがともかく）とか、僕が面倒なんだか、あんたが面倒くさいのかわけの分からぬことになるので、じゃぁ、心をそのポンプの形に押し込んでやるよ！というのがこれじゃ。


23 ANCIENT




　23日目のinktoberのお題はANCIENT。古代とか昔のとか旧式のとか老齢のといった意味。

　話を広げすぎても後々描きづらいのでどうしたものかと埴輪の御老体になってもらいました。


24 DIZZY





　IZZYは”めまいが”の意味。inktober 2019の24日目のお題はDIZZY。このままではめまいっぽくないのでいつも色を塗っているiOSのペイントアプリ、Procreateでずらした。


25 TASTY







　TASTYは美味しいでばあるが、この絵だとyummyだろうね。inktober 2019の25日目はTASTY。


26 DARK




　inktober 2019の26日目はDARKがお題。ダークといえばダンサー・イン・ザ・ダークに人造人間キカイダーのダーク。今回は目の見えないダンサーとダークの作ったロボットの組み合わせで目のない暗殺アンドロイドです。左腕が大きいのは左利きの暗殺ロボを参考にしたからです。


27 COAT




　COATは防寒用の服のコートの他に覆うとか塗りとかそういったもののようなので液体のコートをコートされる人です。inktober 2019の27日目。


28 RIDE




　28日目のinktoberのお題はRIDE。乗るとか。検索するとバイクが殆どでしたのでバイクに乗っているところを描きました。そもそもこのinktoberはちゃちゃっと描く予定だったのでバイクを描くには僕が知らなさすぎるし、資料を見ながら描くのは時間がかかるので適当な空想バイクを適当に考えてから描きました。ヘルメットも適当にでっち上げています。向こう側の腕の位置がおかしいね。


29 INJURED




　29日目のinktober 2019はINJUREDがお題。目を撃たれて倒れた兵士を思いついたので描いた。

　その前に思いついたのは包帯をした人だったが、あんまり負傷した感じがしないと思ったので撃たれた直後にしたが、やっぱり描いてみようと思って描いた。






30 CATCH




　正確にはキャッチしようとしているところ。30日目のinktober 2019のお題はCATCH。

　キャッチを検索するとボールをとるところばかりが登場したのでボールをとるところにした。人は地面に立っていればいいのにボールと一緒に飛んでいる。


31 RIPE




　31日目は最後のお題、RIPE。熟したとか。熟女が熟したバナナを持っているといういつもの意味をまとめたものにしようとしたが、熟女には見えないな。ということで、最後はまとめて描いてしまったのはヒマであっても月末は慌ただしいからだ。




　先に描いたのがあまりおばさんに見えないと思ったのでもう一枚描きました。




　このようにして描き終えました。若干はいつも描いている怪人などのネタになるものもありましたが、それで良かったかと言うと、そうでもなく、自分としては単に描いただけ、絵が増えただけだなあ。普段絵を描かない人にはいいトレーニングだと思うよ。


既刊本紹介


【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記


　第61号目です。どうにも合目ばかり先に候補に上がって変換しづらいのですけど、号を重ねる気持ちの上では登山の感じはありますね。

　今回の表紙は建設中の地元の市庁舎です。見た目のかっこよさならもうここで完成いいんじゃないかと思います。全然実用に耐えませんが。

　編集と出稿の両方はヒマであってもなかなか続くものではありませんね。結構ひねりだしつつやっています。また次回もよろしくおねがいします。


北極大陸　第61号

2019年12月1日発行

編集、レイアウト、各トビラのイラスト、コラージュ、レイアウト／murbo

発行／電子パブ

各作品の権利は各々の著作者に帰属します。
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